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愛媛大学サッカー部学生のＶＯ２Ｍａｘの水準
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Abstract

Thelevelofthemaximumoxygenintakewereinvestigatedonsixmaleandsixfemalestudentsin

Ehimeuniversitysoccerclub,ageｄ１９．８ｔｏ２３．０years(male)ａｎｄｌａ９ｔｏ２２５ｙｅａｒｓ(female).Themaximum

oxygenintakewasdeterminedthrougharunningexerciseofamotordriventreadmilI，TheexpiTedgaswas

collectedintoaDouglasbageveryminuteandanalyｚｅｄｆｏｒｔｈｅＯ２ａｎｄＣＯ２ｃｏｎｔｅｎｔｗｉｔｈＮｉppon-denki-Sanei

gasanalyzer・Theresultsaresummarizedasfollows：ｌ）Maximumoxygenintakewｅｒｅ４,15±0.311/min・and

64.8±1.7/､f/kg/min・inmalestudentsand2,60±0.314/min・ａｎｄ46.5±5.6Ｍ/kg/､ｉｎ，infemalestudents

ontheaverage、ThemaximumoxygenintakeoIbothstudentsweresuperior２７％～38％toJapanese

standardvalues、Itwasconsideredthatmalestudentshavemorehighphysicalworkcapacitycompared

withthetopsoccerathletesalthoughtheirphysiquearesmollish，butthemaximumoxygenintakeof

femalestudentsareinferiorabout１９％～24％tothetopfemaleathletesofbasketballandfieldhockeyteam

inJapan

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：maximumoxygenintake，aerobicworkcapacity，universityscccerclubstudents，

endurance

キーワード：最大酸素摂取量有酸素的作業能力大

学サッカー部学生持久性

１．研究目的

日本体育協会は1964年の東京オリンピックを契機に

日本人のスポーツ競技力の向上をねらいとした対策を

いろいろな形から推進させてきた。殊に，競技力向上

のための体格・体力測定，トレーニング，スポーツ技

術の解析など運動生理学やバイオメカニクス的側面か

らのアプローチ，競技力発揮のための競技者の心理，

リラクゼーションやイメージトレーニングに関わる心

理学的研究等，スポーツ科学の発展とその貢献には著

しい成果が認められる3Ⅵｊｓ１ｌ０ｌＩｌ)l3jM)'912.遇6)訂)誇噂…3)。

また，文部省は学校体育や社会体育の中で，国民の

健康・体力づくりを促進させる政策を掲げ，３０数年経
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た今日は生涯体育という形で国民ひとりひとりの健康

・体力づくりに根ざした多様な行1Fの開催やこれらに

関わる施設設備の拡充を推進してきている。スポーツ

は人類の文化であることの認識は高まり国際的交流の

場として，あるいは健康生活の必需品としての価値を

高めてきた。殊に，従来までは男性のスポーツとされ

ていたマラソン，ラグビー，サッカー，レスリング，

柔道，フィールドホッケーなど女性のスポーツ参加の

増大はこの30数年間で顕著な変容と言えよう。

1993年４月に日本にもプロサッカーリーグが発足し

た。2002年には日本と戦国でワールドサッカーが共同

開催されることが決定し，チームや選手に対する熱狂

的なサッカーフアン層は幅広く，見るサッカー人口の

増大は著しい。現在，全国少年サッカー大会参加チー

ムは6,000チーム，高校男子サッカー選手権大会では

3,500チームを超えていること，女子では1972年に全
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国で52チーム，選手数は919人の登録数であったが，

25年経た現在では，ほぼ1,000チーム，２万人の選手

登録があり，この１０年間でほぼ10倍のチーム数や選手

数の増加が承られ，日本女子サッカーの急速な発展が

伺われる、'鋤。

本研究は，サッカーのような球技に必要とされる持

久性の特徴について明らかにするため，有酸素的作業

能力の指標とされている最大酸素摂取鼓（ＶＯ２Ｍａｘ）

の水準について，本学サッカー部男子および女子学生

と国内外の一流選手との比較および性差について検討

した。

Max.)，体重当たり最大酸素摂取愚，最高心拍数

（H､Ｒ,Max),Cooper走，1000ｍ走・

２．最大酸素摂取量の測定方法曜唾‘）

男子学生はトレッドミルの勾配を０％に固定し，

初期の４分間は分速200ｍとし，その後１分以内に

勾配を8.6％まで上昇固定し，６分目からは１分毎

に１０ｍづつ増速させオールアウトに追い込む方法と

した。女子学生についてはトレッドミルの勾配を４

度に固定し，初期の３分間は分速140ｍで走行させ，

その後１分経過毎に１０ｍづつ増速させオールアウト

に追い込む速度漸増負荷法を用いた。呼気ガスの採

集はダグラスバツグ法とし，０２およびCO2濃度の分

析は日本電気三栄製の瞬時ガスアナライザーを使用

した。心拍数は胸部双極誘導法，呼吸数はサーミス

Ⅱ、研究方法

測定項目した・心拍 数 は 胸 部 双 極 ：

身長，体重，リビ指数，最大酸素摂取最（ＶＯ２夕一法を用いて測定した．
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Ｔａｂｌｅｌに被検者の身体的特性をを示した。男子

学生の平均値を桑ると，身長が169.8cm，体重が

64.1kg，体表面積が1.754㎡，リビ指数が23.6サッ

カー経験年数は9.5年，持久走であるクーパー走は

3,173ｍであった。同様に女子学生についてみる
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Ⅱ．結果と考察

＊ＭａＩｅ：CooperrunFemale：1,000ｍｒｕｎ ＊＊comparetospeed(ｍ/sec）

s､｡．１．６３．９７．３０．１０９０．７１．２２０

(B)/(A)×100(%)96.7９４．２８６．６９０．１100.828.4８４．１＊＊

３．対象

愛媛大学サッカー部男子および女子学生各６名，

合計12名。
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９１

と81,159.9cm，55.5kg、1.581㎡，23.8,2.7年，２６９

secであった。これらの結果から，男子学生は日本

人の標準値よりもごく僅か下回り小柄な体型を示し

たが，サッカー経験は５年から１０年を示し，クー

パー走は同年齢の平均値よりも713ｍ長く（29％）

持久性が極めて優れていた。これに対して女子学生

は身長が1.2％，体重が8.6％，体表面積が4.5％上

回り，身体周開径が大きく，体脂肪率が26.6％でや

や高く，全体的に日本人標準値３１'を上回る体型を示

し，1,000ｍ走は33sec（-10.9％）速く持久性は優

れていた。男女比をみると女子学生は男子学生に対

して，身長が94.2％，体重が86,6％，体表面積が

90.1％，身体充実指数は変らず，サッカー経験が

28.4％，持久性は秒速で承ると4.4m/secと3.7m／

secで0.7m/seｃ（-18.9％）劣っていた。

（RQ）が1.0を超えていたことなどから，得られた結

果は有効な値であると判断した。Ｔａｂｌｅ２は被検者

の最大酸素摂取儲（ＶＯ２Ｍａｘ）および妓高心拍数

（ＨＲＭａｘ）を示したものであり，Figurelは

ＶＯ２Ｍａｘの値をプロットし他の報告と比較したも

のである。

男子学生のＶＯ２Ｍａｘは3.822/min､から4.652／

min･の範囲にあり平均値±標準偏差は4.15士0.314

/min.，体重当たりでは62.4,1/kg/min､から66.8@!／

kg/min.の範囲にあり，平均値士標準偏差は64.8±

1.7pf/kg/min・であった。これらの結果は，日本人

標準値よりも36％から38％高い値を示した。また，

Ｔａｂｌｅ３に示したサッカー選手の岐大酸素摂取量に

関わる研究報告と比較してみると'6)坪4)，1986年のア

ジア大会全日本サッカー選手は４．４６｣､／mｉｎ．，

59.5Ｍ/kg/min･全日本ユースサッカー選手は4.06

２/mｉｎ.，６２．９m』/kg/min.，国見高校サッカー選

手動は3.952/min.，60.0Ｍ/kg/min・を示し，本学男

子学生のＶＯｚＭａｘは絶対値としては全日本サッ

カー選手よりも７％低いがユース候補選手や高校選

手よりも高く，体重当たりでは全日本サッカー選手

よりも8.9％高い値を示した。戸刈たちは大学，高

校およびユース候補選手は3.8～３．９２/分,57.3～

63.34/kg/分の範囲を示し，日本のトップレベルに

なるほど酸素摂取能力が高いことを報告している。

本学のサッカー部男子学生はサッカー選手としては

２．最大酸素摂取量（ＶＯ２Ｍａｘ）

有酸素的作業能力の指標として最大酸素摂取量が

最も適していることは多くの研究者が報告してい

る''6)'4)。木研究ではトレッドミルの勾配の固定法，

8.6％の上昇・固定法および速度漸増負荷法を用い

て，初期の走行速度を持久走の記録から決定し，ほ

ぼ６分から８分でオールアウトに追い込む方法で実

施した。その結果，最高心拍数はほとんどの被検者

が190拍/分を超えていたこと，全ての被検者の岐高

呼吸数は50回/分から70回/分の範囲にあり，呼吸商

Table2Maximumoxygenintakeandmaximumheartrateofsubjects
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小柄な体型であるが優れた値といえる。しかし，ド

イツナショナルチームの75Ｍ/kg/mｉｎ･やハンガ

リーユースチームの70,1/kg/mｉｎ.など外国のトッ

プクラスの選手に比べると極めて低い。

女子学生について桑ると，２．１“/min・から3.07

３'/mｉｎ､の範囲にあり平均値±標準偏差は2.60±

0.314/min.，体重当たりで46.5士5.6n』/kg/min・で

あった。これらの結果は，日本人の標準値よりも

27％から35％高い値であった。女子サッカー選手の

ＶＯ２ＭａＸの賓料が見られないことから，他の女子
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愛媛入学サッカー部学生のＶＯ３Ｍａｘの水準
０

9３

スポーツ競技選手の値と比較してみると'６１２４")，本学

テニス部学生は2.86土0.21m/min.，53.0±8.2Ｍ／

kg/min.，1986年アジア大会全日本バスケットボー

ル選手は3.40±0.35ｆ／mｉｎ.，５４．４±３．６Ｍ/kg／

min.，同フィールドホッケー選手は3.20±0.494／

min.，56.8士5.9Ｍ/kg/min､であり，本学テニス部

学生よりも９％から13％，全日本代表選手よりも

19％から24％，体亜当たりで１５％から19％低く，本

学女子サッカー部学生の有酸素的作業能力は他の一

流スポーツ選手と比較して極めて劣っていることが

明らかとなった。

男女差について承ると，本挙女子能生のＶＯ２

Ｍａｘは，本学男子学生の62.7％，全Ｈ本代表選手の

58％から64％，体重当たりでは同じく71.1％，７３％

から78％に相当し外国人一流選手の62％から64％に

相当することが明らかとなった。

スポーツ競技能力向上のためには，基礎的および

専門的体力を柴盤として，基礎技術や応用技術の獲

得と競技時の意欲，気力や的確な判断などが総合的

に統合・充実するように練習プログラムが組まれな

ければならない'馴副)語'。殊にサッカーのような球技で

は，展開されるケームのなかで予期されない事態で

のOpenskilIの獲得やエネルギー的側面からふたパ

ワーの持続をともなう高い無酸素的持久能力が要求

される7“)lZlo本学男子学生の体重当たりのＶＯ２

Ｍａｘは高い値であったが,形態的に小柄であること

は身体資源が低いことを意味し,長時間のパーフォー

マンスの水準が低くなることが推察できる5''３１閏I｡また

愛媛県には女子サッカーチーム数も競技者数も少な

く，競技能力も高校生チームが高いことなどから，

女子サッカー競技者の増大や総合的なサッカー競技

能力の開発が推進される必要があろう'8１．

Ⅳ．要約

愛媛大学サッカー部に所属する年齢18.9歳から23.0

歳までの男女学生各６名，合計12名を対象にトレッド

ミルを用いたオールアウト走からダグラスバッグ法に

より妓大酸素摂取量を測定し，その水準を明らかにし

た。結果は次のように要約される。

ｌ）本学サッカー部男子学生の形態は日本人標準値を

下回り小柄な体型を示していたがCooper走の平均

値は3173ｍを示し，高い全身持久性を示した。女子

学生は身体周囲径や体脂肪率が26.6％でやや尚く．

全体的に日本人標準値を上回る体型を示し，1,000

ｍ走の平均値は269secで全身持久性は優れていた．

２）男子学生の最大酸素摂取品の平均価と標準偏差は

4.15±0.314/min.，体重当たりでは64.8±１．７mf／

ｋg/min･であり，Ｈ本人標準値よりも36％から38％

優れていた。これらの値は，絶対値としては全日本

サッカー選手よりも７％低いが，体重当たりでは

8.9％尚し､値を示し，小柄な体型であるが高い酸素

摂取能力を示した。しかし，外国人一流サッカー選

手よりも10％から１４％低い水準であった。

3）女子学生の岐大酸素摂取品の平均値と標準偏叢は

2.60±0.314/min.，体型当たりで46.5±5.6mf/kg／

min.であり，日本人の標準値よりも27％から35％高

い値であった。しかし，本学テニス部学生よりも

９％から13％，バスケットボールおよびフィールド

ホッケー全Ｈ本代表選手よりも19％から24％，体重

当たりで15％から19％低く，本学女子サッカー部学

生の有酸素的作業能力はスポーツ選手としては極め

て劣っていることが明らかとなった。

４）男女差について糸ると，本学女子学生のＶＯ２

Ｍａｘは，本学男子学生の62.7％，全日本代表選手の

５８％から64％，体電当たりでは同じく71.1％，７３％

から78％に相当し外国人一流選手の62％から64％に

相当することが明らかとなった。

５）本学男子学生の体重当たりのＶＯＺＭａｘは高い値

を示したが，小柄な体型は身体資源が低いことから

サッカーパーフォーマンスの水準が低くなることが

推察された。
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